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3 4 1.省資源・省エネルギー活動

2.金融サービスを通じた環境保全

3.環境関連法規等の順守

4.全員参加と啓発

5.環境方針の公開
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ダイレクトチャネル(ATM､電話､インターネット)でお預入れいただく｢エコプラス
定期｣(2003年～)や｢インターネット投信｣の｢電子交付サービス｣(2013年～)を
ご利用いただくことによる紙使用量削減相当額を当行が拠出し､滋賀県内の小･中
学校へ｢学校ビオトープ｣づくりの資金として､2016年度まで毎年助成してまいり
ました。2017年度からはニゴロブナ･ワタカの放流資金として拠出しています。

地球温暖化
防止

生物多様性
保全

上
昇

環境方針 （抜粋）

・1999.10 制定・2010.4 改定

※JICA債：JICAが開発援助を実施するための資金調達を目的に発行する債券。
　　　　  調達資金は、開発途上国向けの有償資金協力に全額充当されます。

環境預金
エコ預金で琵琶湖の生物多様性を守る

環境
コミュニケーション
エコビジネスマッチングフェア2018

環境産業の振興を目的とした｢びわ湖環境ビジネス
メッセ2017｣が長浜バイオ大学ドームで開催。当行
は｢環境ビジネスサポーター『しがぎん』～お金の
流れで地球環境を守る～｣をテーマに、映像やパネ
ルで環境活動をPRしました｡3日間で約1,250名
のお客さまにご来場いただきました。

びわ湖環境ビジネスメッセ2017に出展

本業を通じた社会的課題の解決を目的に、
ESG(環境・社会・ガバナンス)に配慮した社会

貢献型の債券(ソーシャルボンド)や､温室効果ガス
削減に向けて積極的に取り組んでいる日本企業を

投資対象とするファンドを購入しました。

ESG投資

環境 金融
EC
FINA NCE

共生と循環の
　　地域づくりを目指して

ともに環境ビジネスに取り組むパートナーとして これからも価値ある企業としてあり続ける

環境を主軸とする
　　CSR経営の実現

（2003～2016年度累計）

預けてよし 預かってよし 世間・環境によし
金利がプラス 紙使用量を削減 ビオトープづくり ニゴロブナ・

ワタカの放流

累計 件
万円を
助成！35 1,679

小・中学校、琵琶湖 等お客さま しがぎん しがぎん琵琶湖原則(PLB)の3原則
1. 環境保全に役立つ生産･販売･サービス基準を策定します
2. 環境配慮行動とビジネスチャンスの両立を目指します
3. 環境リスクを軽減し、持続可能な地域社会を実現します

賛同1

11,133件
(事業先比59.6％）

格付2

10,750先
（事業先比57.6％）

PLB格付

5,837先
（事業先比31.3％）

PLB格付BD

お借入3

1,883 件
PLB格付実行件数累計

371億円総額

〈2018年7月末実績〉

PLB格付BD実行額累計

お取引先の､環境ビジネスをサポートすることを目的に毎年
開催。11回目となる2018年度は、新たに｢SDGｓ｣をテーマに
取り入れ、出展企業、ご来場者の皆さ
まとともに、持続可能な開発について
考える機会ともなりました。92社･団
体が出展、来場者は1,309人となり、
商談件数は734件にのぼりました。

JICA債「国際協力機構債券」
● 開発途上地域の経済発展に寄与
● 長期的な視点で、環境配慮や社会的課題の解決に貢献

「低炭素日本株ファンド」
● 温室効果ガスの排出量を公表し、低炭素化に向けて積極

的に取り組んでいる企業を投資対象として銘柄を選定。

「日本学生支援債券」
● 教育の機会均等を通じて、次世代を担う人材の育成に貢献

地域社会・
地球環境との

共存共栄

持続可能な社会へ

「気候変動イニシアティブ」とは2018
年7月に発足した、脱炭素社会を目指
す企業や自治体でつくるネットワーク
です。設立段階で105団体が参加を表
明しています。「脱炭素化」に向けた試
みは、SDGｓの目指す持続可能な未来
にもつながっており、当行はこのネット
ワークへの参加を通じ、脱炭素社会の
実現に向けた変革の取り組みに貢献し
てまいります。

脱炭素 社会の実現を目指して

気候変動イニシアティブ
に参加

ビオトープ

(2007～2017年度までの放流事業開始以来累計)

※2016年度までは「カーボンニュートラルローン
　未来よし｣より拠出。累計 万匹56.5

ニゴロブナ・ワタカ

琵琶湖をはじめとする地球環境保全のため、2005年に「しがぎん琵琶湖原則
(PLB=Principles for Lake Biwa)」を策定｡ご賛同をいただいたお取引先へ
当行独自の評価基準に基づいて｢環境格付(PLB格付)｣を実施｡2009年には､
｢生物多様性格付(PLB格付BD)｣を策定。多くのお取引先に環境経営に対する
｢気づき｣のツールとしてご活用いただいています｡

環境融資
独自の環境格付で地球環境を守る

ＣＳＲ委員会
「ＣＳＲ経営の深化」のために

年３回、頭取を委員長とするＣＳＲ委員会を開催。
2017年度は｢しがぎんＳＤＧｓ宣言｣をはじめとする
ＣＳＲ経営における重要な議論を交わしました。

今後も適正なリスク管理のもと、運用資産の収益性向上を図る中で、ESGや
SDGｓを考慮した投融資を継続していきます。

環境金融
「地球環境の持続性」をめぐって、
世界中で様々な取り組みが行わ
れています。当行は、環境対応型
金融商品・サービスの開発・提供
等、「金融」の役割を通じてお客さ
まの環境への取り組みをサポート
し、持続可能な地球環境づくりに
努めています。これからも、「お金の
流れで地球環境を守る」との気概で

「環境金融」を進めてまいります。

エコオフィス
づくり

環境
ボランティア
活動

環境金融

環境経営
サイクル
環境経営
サイクル

※日本学生支援債券：独立行政法人 日本学生支援機構が担う奨学金事業のうち、
　貸与奨学金の財源として発行する債券
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